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1830 年頃におけ るファッションプレートが語 る女性

－ 「ｼﾞｭﾙﾅﾙ･ﾃ･ ﾀﾞﾑ･エ･ﾃ･ﾓｰ-ﾄﾞ」を中心としてー

○大渾香奈子 ，゙木岡悦子”（*京女大･院，”京女大）

〔(社) 日本 家 政学 会

目的：　 女性にとって装うことはどのような意味や価値をもつものか、女性と服飾と

いう切っても切れない関係を「ｼﾞｭﾙﾅﾙ･ﾃ･ ﾀﾞﾑ･エ･ﾃ･ﾓｰ ﾄﾞ」（以下「Ｊ ■D･Ｍ」）から探

る。特に1830 ～1832 年フランス･パリにおける王政復古期、社会がロマン主義に覆わ
れた時代を対象として、ﾌｧｯｼｮﾝｱﾚ 叫にクローズアップされた女性をとらえる。

方法：　「Ｊ ･D ･M 」のﾌｧｯｼｮﾝ ﾌﾟﾚｰﾄ（1830 ～1832 掲載の216 点）を対象に服飾に象徴

されたエレガンスや女性観を、バルザックの貴族意識やモード観などから検討した。

結果：　 この時期は七月革命を迎えて人々の生活意識は転換期にあり、産業革命によ

る生産・流通面の発展がパサージュを生み出し、服飾がより身近なものになったと思
われる。ﾌｧｯｼｮﾝ ﾌﾟﾚｰﾄ（no.2938 ）には、当時も貴重であったレースやカシミヤへの憧憬

の念が強かったこと、「une conversation 」には、本を読む女性のｲﾝﾃﾘｼ ≒ﾝｽ を見て取る
ことができる。いずれのﾌｧｯｼｮﾝ ﾌﾟﾚｰﾄ も高級素材や重厚な刺繍などが描かれた絢爛たる

ものだった。当時の貴族社会を生きたバルザックによれば、「服装はまさに人間そ のも
ので（略）人間の象形文字である。( 略）つ ねに服装が最も雄弁に人を語る」とある。

華々しいモードは女性が男性の権力を体現する飾り人形であったがゆえに生まれたの
であろ う。女性の美への欲求は「男の看板」として生きるにとどめなかったと考えら

れる。社会革命と産業革命の混沌とした時代、しかも男性上位の社会において、女性
もまた自らの美意識を満喫し、存在を意味付けるためにも豪奢と優美を競い合い、大

いにモードを謳歌したであろうことを「Ｊ ･ D･M 」を通じて覗い知ることができた。

2Ka-2 19 世 紀 中頃 の 英国 の デ ザ イ ン ーJ・iTinial of Design and Maa㎡acnires と

Tie Crystal Palace Exhibitioii万Illustrated Catalogiie(18Sl)を 事 例 と し て ー

○ 野 挿 久 美 子’ 小 沢 直 子“　 伊 藤 紀之 ”

(’共 立 女 子 大 ・院　 ” 共 立 女 子 大)

【目的】

近代デザイン運動において重要な役割を果たした19 世紀 中頃のイギ
リス のデザイ ンの状況を把握することを目的とする。
【方法】

1849 年から1852 年にかけて 刊行さ れた 世界初のデザイン誌と言わ

れているJournal of Ｄ･esign and Manufactures （以下デザイン・ジャ ー
ナル誌）と1851 年ロ ンド ン万国博覧会のカ タログを資料に、解説及
び両誌に掲載さ れている製品の図版を衣食住別に分類し当時の生活
について考察する。
【結果】

デザイン・ジャーナル誌では全製品877 点 中292 点 が住生活に関す
る製品で全体 の33.3 ％であった 。次いで衣生活が235 点 で26.8 ％、
食生活は211 点 で24.1 ％であった。万 博カ タロ グで は、住生活が822
点で全体 の47.1 ％･、 次いで 食生活が501 点で28.7 ％、 衣生活が231
点で13.2 ％であっ た。両誌 とも住 生活が最 も多く、当時は住居やイ

ンテリア等に興味感心が持たれていたことが分った。
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